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3　学術活動

講演会は感染症対策学術講演会・学術講演会・安全
管理セミナーを毎年開催している．

昨年 9 月 10 日開催の安全管理セミナーでは，日本
透析医会常務理事の山川智之先生に「東日本大震災に
学ぶ透析医療の災害対策」というタイトルで講演をお
願いした．本年 6 月 2 日開催の第 14 回感染症対策学
術講演会では，東北大学抗感染症薬開発研究部門教授
渡辺彰先生に「インフルエンザ診療の最新知識 2016 

～透析施設での対応を含めて～」という講演を，8 月
4 日の学術講演会では，自治医科大学抗加齢医学研究
部教授黒尾誠先生に「慢性腎臓病と老化：phosphate 

connection」という講演をお願いした．
さらに，毎年秋に福岡県透析医学会を開催している．

この医学会は若手医師の発表を促す事と会員の学識向
上を目的に開催し，福岡ブロック（九州大学・福岡大
学）・北九州ブロック（産業医科大学）・筑豊ブロック

（飯塚病院）・筑後ブロック（久留米大学・聖マリア病
院）の 4 ブロックが毎年順番で幹事を務めて開催され

ている．昨年は福岡ブロック主催で演題 14 題，参加
者 110 名であった．本会は日本透析医学会地方学術集
会にも認定されている．

4　災害対策

毎年，日本透析医会の災害時情報伝達訓練に参加し
ている．第 16 回災害時情報伝達訓練は 155 施設中 126

施設の参加（81.3％）で毎年参加数は増加している．
福岡県独自の訓練としては以下を行った．

①　災害時透析メールの着信調査（図 2）
②　透析患者カード携帯率調査
③　福岡県透析製品災害時供給連絡会と連携して被

災施設メンテトリアージ訓練を実施．被災した施
設に福岡県透析製品災害時供給連絡会（メーカー
11 社・医薬品卸問屋 3 社）のスタッフが訪問し，
被害状況をトリアージし対策本部に報告する訓練．

　　福岡県透析製品災害時供給連絡会 14 社は以下
である．

・旭化成メディカル株式会社
・川澄化学工業株式会社

図 2
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・株式会社ジェイ・エム・エス
・テルモ株式会社
・東レ・メディカル株式会社
・日機装株式会社
・ニプロ株式会社
・日本コヴィディエン株式会社
・バクスター株式会社
・扶桑薬品工業株式会社
・メディキット株式会社
・株式会社アステム
・アイティーアイ株式会社
・株式会社トムス

④　福岡県臨床工学技士会との情報共有訓練を行っ
た．

さらに，平成 28 年 1 月の九州地方低温大雪では福
岡県内各地に断水が発生したため，1 月 26 日に筑後
ブロックに災害対策本部を設置し情報収集にあたった．
断水の原因は屋外水道管破裂漏水で，県内の断水世帯

数は 19 万 8 千戸，14 透析施設が被災し，他施設への
透析依頼が必要だった施設は 4 施設，給水要請は 10

施設であった．断水復旧した 1 月 29 日に災害対策本
部を解散した．

また 4 月の熊本地震のさいは，熊本県透析施設協議
会会長久木山先生，大分県透析医会会長亀川先生，日
本透析医会常務理事山川先生，九州透析医会会長新里
先生，厚労省健康局癌疾病予防課，福岡県庁医療指導
課，福岡県医師会と頻回に連絡を取り合って情報を収
集し，福岡県の受け入れ態勢を的確に熊本県透析施設
協議会や行政に提供した．

5　今後の方針

今後はまず未加入施設を減らしていくように入会勧
誘を行い，会員間の情報収集が正確に行えるように連
絡網の構築に務めていきたい．また対外的には災害対
策を中心に九州各県との連携を強めていきたいと考え
ている．
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大阪府下には大阪透析研究会と大阪透析医会の 2 団
体があり，大阪透析研究会は主に学術団体として活動，
大阪透析医会は日本透析医会大阪府支部として活動，
ちょうど日本透析医学会と日本透析医会と同様の関係
で緊密な連携をとりながら活動しています．

歴史的には昭和 49 年 3 月に大阪透析研究会が発足
し，その後，医療費，行政，患者会，医師会関係など
を担当する組織が必要になり，昭和 55 年に大阪府私
立病院協会透析部会が結成されたのが大阪透析医会の
前身です．部会長・薮本秀雄（敬称略・以下同様），
事務局長・山川眞，顧問・前川正信，また役員には大
阪透析研究会の役員が併任という形でスタートしまし
た．実際には私立病院だけでなく，公的病院，診療所
の先生にも活動していただく必要があり，昭和 63 年
3 月 27 日に私立病院協会を離れ，大阪透析医会が設
立され，初代会長として前川正信が就任しました．平
成 8 年 10 月 29 日には大阪府医師会医学会への加盟が
認められ，会員も増え，現在は施設会員 211 施設，個

人会員 157 名，賛助会員 3 名となっております．
大阪透析医会の会長は，前川正信から飯田喜俊，小

野秀太と引き継がれ，平成 22 年より私山川が会長と
なり，現在 4 期目を務めております．大阪透析医会の
今期役員は表 1 にお示しします．私立病院・診療所の
代表者を主体としながら，公的病院，および大阪府下
の 5 大学からもご理解いただきご参加いただいており
ます．委員会については，平成 18 年に委員会を再編
し，五つの主たる委員会（経営・医政，保険，透析者
支援，災害対策，感染・事故対策），および総務委員会，
倫理委員会の合計 7 委員会としており，現在もその構
成を踏襲しております．

委員会活動とは別に大阪透析医会は 4 月に総会と講
演会，7～8 月，11 月の 2 回学術講演会を開催してお
ります．最近の講演内容を表 2 にお示しします．透析
室のスタッフを中心に毎回 200～300 人程度の参加が
あり大変人気を博しております．また毎年 10 月には
大阪腎臓病患者協議会（大腎協）と意見交換会を開催

た　よ　り

大阪府支部だより

山川智之

大阪透析医会会長

表 1　大阪透析医会役員（平成 28〜30 年）

会　長 山川智之
副会長 岡田茂樹，東　勇志
常任幹事 井上　徹，大野卓志，大山　哲，岡村幹夫，河村裕憲，北川慶幸，小角幸人，阪口勝彦，佐藤

利行，柴原伸久，長沼俊秀，三上裕司，矢嶋伊吹，和田　晃
監　事 田畑　勉，仲野　孝
幹　事 有馬秀二，猪阪善隆，稲葉雅章，今田崇裕，岩谷博次，榎本康博，大道武史，岡崎修治，金原

裕則，岸田　堅，榊原敏彦，清水秀和，陣内浩喜，菅原　照，杉本俊門，武本佳昭，谷下人氏，
時実孝至，仲谷達也，西川慶一郎，西川光重，長谷川廣文，林　晃正，前　暢子，三上聡司，
水谷洋子，宮野元成，安田英煥，横山建二，吉原秀高，淀井省三，渡邉太郎

顧　問 今田聰雄，小野秀太，岸本武利，茂松茂人，西澤良記
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しております． 

最近の大阪透析医会の活動としては，まず行政との
災害対策についての協議があります．平成 27 年 3 月
に大阪府健康医療部保健医療室の担当者を訪問，東日
本大震災等の経験を踏まえ，①災害発生時の情報共有，
②災害時インフラの確保，③患者移送に対する配慮，
④被災患者受け入れ体制について，の 4 項目について
要望しました．すぐに対応できないこともあるが努力

するというお答えをいただきました．平成 28 年 4 月
に発生した熊本地震のさいには，災害時の情報共有を
しっかりしていただき行政として対応していただいた
との報告がありました．

また平成 26 年，27 年度の，大阪府による大阪府医
師会に委託した「HIV 感染者の多様な医療ニーズに対
応できる地域医療体制構築事業」に大阪透析医会が協
力する形で参加，平成 27 年 3 月に「HIV 地域医療機

表 2　大阪透析医会講演会一覧
（敬称略）

2010/11/20 透析患者の循環器合併症について 長谷弘記（東邦大学）
民主党の社会保障制度と医療政策 梅村　聡（参議院議員・医師）

2011/4/9 現場からの医療改革 上　昌広（東京大学医科学研究所）

2011/7/23 東日本大震災における透析医療者の連携 山川智之（仁真会白鷺病院） 
いま，社会保障政策の周りで何が起こっているのか 権丈善一（慶應義塾大学）

2012/1/28 東日本大震災における災害時医療の特徴と今後の課題 宮崎真理子（東北大学）
腎性貧血治療のこれから 平方秀樹（福岡赤十字病院）

2012/4/28 透析療法の社会的価値を説明する時代へ 田倉智之（大阪大学）

2012/7/28 透析スタイルについて再考する 
　―長時間透析から在宅血液透析まで―

坂井瑠実（坂井瑠実クリニック）

経営の改善は医療の質改善から 
　～CQI 推進派世界の潮流～

小松康宏（聖路加国際病院）

2013/1/26 透析看護師たちの果てしな戦い 
　―患者の治療的ケアを促す看護の力―

内田明子（聖隷佐倉市民病院）

愛ある透析医療への展望 政金生人（清永会）

2013/4/20 医療・社会保障政策を巡る昨今の話題 梅村　聡（参議員議員・医師）

2013/7/20 大動脈弁石灰化から考える CKD-MBD 治療 常喜信彦（東邦大学）
個別化医療を目指す最先端医療の潮流と被災地復興計画 清元秀泰（東北大学）

2014/1/25 長時間透析 前田兼徳（医療法人社団　兼愛会　前田医院）
在宅透析について 鈴木洋通（埼玉医科大学　腎臓内科）

2014/4/19 腎不全の総合医療をめざして 水口　潤 （医療法人　川島会　川島病院） 
（日本透析医学会会長）

2014/7/28 CKD-MBD の発症機序・病態・対処法 永野伸郎（ 医療法人社団日高会　腎臓病治療センター研究
統括部長）

医師・プロボクサー・被災地ボランティア・農業　 
　～動いて，見て，感じたこと～

川島　実（気仙沼市立本吉病院　嘱託医）

2015/1/31 コミュニケーションや！と言うけど　 
　～患者の心理と医療者に求められること～

水内恵子（ 安田女子大学看護部看護科　成人看護学　准教
授）

個別化腎不全　～診療に必要な視点～ 石橋由孝（日本赤十字社医療センター　腎臓内科部長）

2015/4/25 地域医療構想と専門医制度改革 梅村　聡（前参議員議員・医師）

2015/8/1 ベットサイドから考える高齢者の透析療法 伊東　稔（医療法人社団　清永会　矢吹病院　副院長）
国際的前向き観察研究 DOPPS の意識とその展望 
　～貧血管理と透析患者の高齢化について考える～

花房規男（ 東京大学医学部附属病院腎疾患総合医療講学講
座　特任准教授）

2016/1/30 透析医療と医療安全 ～医療事故調査制度も踏まえて～ 小島崇宏（大阪 A&M 法律事務所　医師・弁護士）
バスキュラーアクセストラブルの診断と治療 春口洋昭（飯田橋春口クリニック院長）

2016/4/30 透析療法の進歩と展望　 武本佳昭（大阪市立大学医学部付属病院人工腎部病院教授）

2016/8/1 透析医療における死生観と笑い 
　～あなたの勤める透析室は癒しの環境ですか？～

伊藤孝史（島根大学医学部附属病院　腎臓内科）

腎性貧血治療　～私見～ 平方秀樹（福岡腎臓内科クリニック院長）
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関研修会」を実施，また大阪透析医会の施設会員にア
ンケート調査を行い HIV 陽性透析患者の安全な受け
入れ体制の整備を行いました．

大阪府下には 2 万人強の透析患者がおられます．こ
の府下の透析患者さんのためにも，これまでの大阪透

析医会の伝統と実績を引き継ぎ発展させ，大阪の透析
関係者が力を合わせ日本の透析医療の大きな力になれ
るよう微力ながら努力する所存です．今後もよろしく
ご指導，ご鞭撻のほどをお願いします．
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本稿では，前号で報告後，平成 28 年 7 月 25 日，9 月 30 日，10 月 21 日に開催された計 3 回の常

任理事会の主な内容をお伝えするとともに，日本透析医会の主な活動についてご報告します．

1. 熊本地震の対応

2016 年 4 月に発生した熊本地震についての対応については，本号で特集とさせていただきました．
日本透析医会では透析施設等の支援のために募金活動を行ってまいりましたが，関係各方面より多

大なご支援を賜り，総額 62,860,343 円の支援金をお預かりさせていただきました．支援金の配賦に

ついては，現地視察なども参考に被災施設の修繕に多額の費用を要することを勘案，熊本県透析施

設協議会に厚く配分させていただくことになりました．詳細につきましては，本号掲載の拙稿をご

参照頂ければ幸いです．

2. 日本透析医会研修セミナー等について

平成 28 年 11 月 6 日（日），リーガロイヤルホテル広島において，日本透析医会研修セミナー「透

析医療における Current Topics 2016（広島開催）」を，主題を「日常臨床のピットフォール」とし

て開催しました．秋の研修セミナーは日本透析医会の活動の周知，地方組織の先生方との交流も期

待して地方開催としていますが，213 人と多数の参加をいただきました．誠に感謝申し上げます．
次回は，平成 29 年 5 月 21 日（日）に日本透析医会総会と同時開催で，東京で研修セミナーを開

催します．また来年の秋の研修セミナーはなく，平成 29 年 10 月に日本透析医会創立 30 周年記念

講演会を開催予定にしております．詳細につきましては後日ご案内させて頂きます．

3. 透析医療費実態調査について

毎年，透析医療費の動向を知り，厚生労働省との診療報酬に関する交渉における基礎資料として

活用させて頂いている透析医療費実態調査は，全国の約 200 の会員施設等のレセプトから分析して

おりますが，これまで紙ベースでのレセプトを手作業で解析していたものを，今年の調査より試験

的に電子レセプトによる解析を開始しました．調査を御願いしている施設におきましては，今回調

査の手間が増えることになり大変申し訳なく思っておりますが，電子化への移行は概ね順調に進ん

でおります．ご協力に心より感謝申し上げます．

日本透析医会常務理事

た　よ　り

常任理事会だより

山川智之
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学 会 案 内

第 7 回　透析運動療法研究会
 開催日：平成 29 年 2 月 5 日（日）
 大会長：平松義博（社会医療法人天神会古賀病院 21）
 会　場：福岡国際会議場（福岡県福岡市）
 連絡先：社会医療法人天神会法人本部　
  総務部　総務課
  〒830-8577　
  福岡県久留米市天神町 120
  TEL　0942-38-2453　　FAX　0942-38-2531
  E-mail　somu@tenjinkai.or.jp
  URL　http://www.conks.jp/2017exercise/
  　　　index.html

第 50 回　日本臨床腎移植学会
 開催日：平成 29 年 2 月 15 日（水）～2 月 17 日（金）
 学会長：高原史郎（大阪大学大学院医学系研究科先端 
  移植基盤医療学寄附講座）
 会　場：神戸コンベンションセンター
  神戸国際会議場（兵庫県神戸市）
 連絡先：第 50 回日本臨床腎移植学会　運営事務局
  〒541-0047　
  大阪府大阪市中央区淡路町 3-6-13
  TEL　06-6229-2555　　FAX　06-6229-2556
  E-mail　50jscrt@congre.co.jp
  URL　http://www.congre.co.jp/50jscrt/

第 7 回　日本腎臓リハビリテーション学会学術
集会
 開催日：平成 29 年 2 月 18 日（土）～2 月 19 日（日）
 会　長：山縣邦弘（筑波大学医学医療系臨床医学域腎 
  臓内科学）
 会　場：つくば国際会議場（茨城県つくば市）
 連絡先：株式会社メディカル東友
  コンベンション事業部
  〒243-0012　
  神奈川県厚木市幸町 9-10
  第 2 ファーメルビル 2F
  TEL　046-220-1705　　FAX　046-220-1706
  E-mail　jsrr2017@mtoyou.jp
  URL　http://www.mtoyou.jp/jsrr2017/

第 22 回　バスキュラーアクセスインターベンシ
ョン治療研究会
 開催日：平成 29 年 3 月 4 日（土）
 代表世話人：大平整爾
 会　場：都市センターホテル（東京都千代田区）
 連絡先：名古屋バスキュラーアクセス天野記念診療所
  〒453-0015　
  愛知県名古屋市中村区椿町 14-13
  ウエストポイント 1413 ビル 3 階
  TEL　052-453-0257　　FAX　052-453-0258
  E-mail　info@vaivt.com
  URL　http://www.vaivt.com

第 27 回　腎と妊娠研究会
 開催日：平成 29 年 3 月 4 日（土）
 会　長：成田一衛
  （新潟大学医歯学系　腎・膠原病内科）
 会　場：朱鷺メッセ 3 階　中会議室 301
  （新潟県新潟市）
 連絡先：運営事務局
  株式会社メディカル東友
  コンベンション事業部内
  〒243-0012　
  神奈川県厚木市幸町 9-10
  第 2 ファーメルビル 2 階
  TEL　046-220-1705　　FAX　046-220-1706
  E-mail　skp27@mtoyou.jp
  URL　http://www.mtoyou.jp/skp27/index.html

第 1 回　日本 CKD-MBD 研究会　学術集会・総会
 開催日：平成 29 年 3 月 4 日（土）
 会　長：深川雅史（東海大学腎内分泌代謝内科）
 会　場：コクヨホール（東京都港区）
 連絡先：運営準備室
  〒100-0013　
  東京都千代田区霞が関 1-4-2
  大同生命霞が関ビル 14F
  E-mail　ckdmbd@convention.co.jp
  URL　http://ckdmbd.jp/
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第 88 回　大阪透析研究会
 開催日：平成 29 年 3 月 5 日（日）
 大会長：東　治人（大阪医科大学）
 会　場：大阪国際会議場（大阪府大阪市）
 連絡先：事務局
  〒545-8585　
  大阪府大阪市阿倍野区旭町 1 丁目 4-3
  大阪市立大学 医学部 泌尿器科学教室内
  TEL　072-683-1221　　FAX　072-684-6430
  E-mail　odm-oas@umin.ac.jp
  URL　http://plaza.umin.ac.jp/odm/

The 22nd International Conference on Advances in 
Critical Care Nephrology（AKI & CRRT 2017）
 開催日：平成 29 年 3 月 7 日（火）～3 月 10 日（金）
 会　場：San Diego, California, USA
  URL　http://crrtonline.com/crrtconference/

第 32 回　ハイパフォーマンス・メンブレン研究会
 開催日：平成 29 年 3 月 18 日（土）～3 月 19 日（日）
 大会長：水口　潤（社会医療法人　川島会　川島病院）
 会　場：日本消防会館（東京都港区）
 連絡先：事務局
  〒770-0011　
  徳島県徳島市北佐古一番町 1-39
  社会医療法人　川島会　川島病院
  TEL　088-631-0782　　FAX　088-632-6885
  E-mail　information@hpm-net.jp
  URL　http://www.hpm-net.jp/

第 33 回　日本医工学治療学会学術大会
 開催日：平成 29 年 4 月 7 日（金）～4 月 9 日（日）
 大会長：伊藤孝史
  （島根大学医学部附属病院　腎臓内科）
 会　場：くにびきメッセ（島根県松江市）
 連絡先：運営事務局
  株式会社メディカル東友
  コンベンション事業部
  〒243-0012　
  神奈川県厚木市幸町 9-10　
  第 2 ファーメルビル 2F
  TEL　046-220-1705　　FAX　046-220-1706
  E-mail　jste33@mtoyou.jp
  URL　http://www.mtoyou.jp/jste33/index. 
  　　　html

第 114 回　日本内科学会総会・講演会
 開催日：平成 29 年 4 月 14 日（金）～4 月 16 日（日）
 主宰会長：小池和彦（東京大学）
 会　場：東京国際フォーラム　
  ホール A・他（東京都千代田区）
 連絡先：日本内科学会事務局
  〒113-8433　
  東京都文京区本郷 3-28-8 日内会館
  TEL　03-3813-5991　　FAX　03-3818-1556
  E-mail　naika@naika.or.jp
  URL　http://www.naika.or.jp/meeting/nenji/

第 44 回　日本血液浄化技術学会学術大会・総会
 開催日：平成 29 年 4 月 21 日（金）～4 月 23 日（日）
 大会長：山家敏彦
  （神奈川工科大学　工学部　臨床工学科）
 会　場：東京ビッグサイト（東京都江東区）
 連絡先：事務局
  〒243-0292　
  神奈川県厚木市下荻野 1030
  TEL　046-291-3110　　FAX　046-206-0299
  E-mail　44jstb@gmail.com
  URL　http://www.jyouka.com/jstb44/
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第 105 回　日本泌尿器科学会総会
 開催日：平成 29 年 4 月 21 日（金）～4 月 24 日（月）
 会　長：中川昌之（鹿児島大学大学院医歯学総合研究 
  科　泌尿器科学分野）
 会　場：城山観光ホテル，かごしま県民交流センター， 
  宝山ホール（鹿児島県鹿児島市）
 連絡先：総会事務局
  鹿児島大学大学院医歯学総合研究科
  泌尿器科学分野
  〒890-8520　
  鹿児島県鹿児島市桜ヶ丘 8-35-1
  TEL　099-275-5395　　FAX　099-275-6637
  E-mail　jua2017@congre.co.jp
  URL　http://www.jua2017.com/
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１. 本誌は（公社）日本透析医会の機関誌として年 3 回以上

発行する．

２. 投稿者は当会の会員とする．ただし，当会々員以外の

者であっても広報委員会の承認を得た場合にはこの限り

でない．

３. 本誌の内容は総説，特集，原著，Letter to the Editor，

その他とする．

４. 著作権の保護

  投稿者は，本誌に掲載する著作物に関する一切の権利

を，（公社）日本透析医会に譲渡する．

５. 原稿は

　　〒101-0041

　　東京都千代田区神田須田町 1-15-2 淡路建物ビル 2F

　　　　　　（公社）日本透析医会事務局

　　に，原本 1 部，コピー 2 部及び原稿データ（図表含む）

を収録した電子記憶媒体を簡易書留便で郵送する．もしく

は，電子投稿（電子メール：info@touseki-ikai.or.jp）する．

６. 掲載原稿の採否及び順位は広報委員会で決定する．

７. 編集の都合により，原文の論旨を変えない範囲内で著

者に訂正を求めることがある．

８. 校正は初校のみ著者が行い，誤植の訂正程度にとどめ，

版の組みかえになってはならない．再校以後は広報委員

会において行う．

９. 原則として掲載料は無料とする．別刷は 30 部までは無

料とし，それ以上は著者の実費負担とする．

10. 掲載原稿（図表などを含む）は原則として返還しない．

11. 原稿執筆の要領は次のとおりとする．要領に合わない

場合は著者に修正を求める．

⑴　原稿の長さは，その都度広報委員会で決定する．

⑵　原稿は邦文とし，横書き，口語体，平仮名，当用漢字，

現代仮名使いを使用する．

①　原著は要旨，緒言，対象・方法，結果，考察，結語，

文献の形式とする．

②　総説，特集については最初に要旨を記載する．

③　いずれの場合も簡略化題名及び 5 語以内のキーワ

ードを記載する．

④　原著，学術論文には題名，著者名，所属に英文を

併記する．

⑶　図はレタリングしたものとする．邦文の標題を図は

下方に，表は上方につける．写真は図とする．カラー

写真は原則として著者の実費負担とする．

⑷　図表の引用の場合は，原則として著者が出版社の承

諾を得てその出典を明らかにする．

⑸　図表の挿入箇所は原稿用紙の右欄外に朱書する．

⑹　外国人名，地名，薬品名は原語またはカタカナを用い，

明瞭な活字体とする．

⑺　度量衡は CGS 単位とし，km，mm，ℓ，㎗，㎖，kg，g，

mg，mEq/ℓ，mg/㎗ などを用い，数字は算用数字（1，2，

3 など）を用いる．

⑻　学会に既に発表している場合には，その旨を末尾に

記載する．

⑼　引用文献数は 30 以内とし，本文の引用箇所に順次番

号を付し，本文の末尾に一括して，次の形式に従い引

用順に記載する．

①　書籍は，著者名（3 名までは全員記載，4 名以上の

時は 3 名まで記載し，以下は，「他」，または「et al.」

として省略する．）著者名：論文名．編者名．書籍名．

所在地：出版社名，発行年（西暦）； 頁（始頁-終頁）の

順に記載する．

　（例）　浅野　泰：透析低血圧の病因．長澤俊彦，河

辺香月，伊藤克己，他編．Annual Review 腎臓 1998．

東京：中外医学社，1998； 148-153．

②　雑誌は，著者名（3 名までは全員記載，4 名以上の

時は 3 名まで記載し，以下は，「他」，または「et al.」

として省略する．）著者名：論文名．雑誌名　発行年

（西暦）； 巻：頁（始頁-終頁）の順に記載する．

　（例）　Manto A, Cotroneo P, Marra G, et al. : Effect of 

intensive treatment on diabetic nephropathy in patients 

with type I diabetes. Kidney Int 1995;  47 : 231-233.

　　雑誌名は略名で（外国雑誌は World Medical Periodi-

cals，邦文雑誌は日本医学雑誌略号表を用いて）記載

する．但し種々の学会の「予稿集」は，引用文献と

しては認められない．（抄録が学会誌の一部として公

表されている場合は可）

③　インターネット上の資料は，著者名等「タイトル」

URL（アクセス日時）の順に記載する．

　（例）　厚生労働省「医薬品の薬価収載等について」

http://www.mhlw.go.jp/shingi/2009/01/dl/s0114-7a.

日本透析医会雑誌投稿規定
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12. 研究倫理

⑴　臨床研究の場合は，世界医師会によるヘルシンキ宣

言を基礎とし，「人を対象とする医学系研究に関する倫

理指針」等，文部科学省・厚生労働省の倫理指針に準

拠していることを原則とする．また施設の倫理委員会

より承認を得ていることを論文中に明記する．

⑵　動物実験の場合は，施設のガイドラインに準拠し承

認を得ていることを論文中に明記する．

⑶　診療報酬制度で認められていない治療法を用いた臨

床研究についてはその旨及び患者の同意を書面により

得たことを論文中に明記する．

13. 利益相反

  著者は論文の研究について利益相反状況を開示しなく

てはならない．自己申告による COI 報告書（別紙 1）を

提出する．
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自己申告による COI報告書 
 

著 者 名：  

 

論文題名： 

 

（前年１年間（１月１日～12月 31日）の利益相反状態を記載） 

（本COI申告書は申告日より 3年間保管されます） 

 

（申告日）       年    月    日 

 

 

申告者 （署名）                             ○印  

ご署名欄は直筆でお願い致します        

項  目 
該当の 

状況 
有であれば、著者名：企業名などの記載 

①役員、顧問等の報酬額  
 １つの企業・団体から年間 100万円以上 

有 ・ 無  

②株式の利益 
 １つの企業から年間 100 万円以上、あるいは当該株式の 5%以上保有 

有 ・ 無 

 

③特許使用料 
 1 つにつき年間 100 万円以上 

有 ・ 無 

 

④講演料 
 1 つの企業・団体からの年間合計 50 万円以上 

有 ・ 無 

 

⑤原稿料 
 1 つの企業・団体からの年間合計 50 万円以上 

有 ・ 無 

 

⑥研究費・助成金などの総額 
1つの企業・団体からの研究経費を共有する所属部局（講座、分野あるい

は研究室など）に支払われた年間総額が 200 万円以上 

有 ・ 無 

 

⑦奨学（奨励）寄付金など総額 
1 つの企業・団体からの奨学寄付金を共有する所属部局 （講座、分野あ

るいは研究室など）に支払われた年間総額が 200万円以上 
有 ・ 無 

 

⑧企業などが提供する寄附講座 
（企業などからの寄附講座に所属している場合に記載） 

有 ・ 無 

 

⑨研究、著作等とは無関係な旅費、贈答品などの受領 
1 つの企業・団体からの年間 5万円以上  

有 ・ 無 

 

別 紙 １ 

※ 必ず封筒に「自己申告による COI報告書在中」とご記入の上、「親展」でお送りください。 

※ 必ず封筒に著者名（差出人名）を明記してください。 
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本年は 6 月の熊本地震，8 月末の連続する台風による岩手・青森・北海道での被害，さらに 10

月に入ってからは鳥取での地震……とまさに災害列島と呼ばれる状況が相次ぎました．これらの災
害で亡くなられたり直接被害を受けられた方々に対して心よりお見舞い申し上げます．日々透析療
法に従事してしいる我々にとっては，大きな天災に遭遇する度に「透析施設はどうなった？」「明
日からの透析患者の治療はどうする？」との懸念が直ぐに浮かび上がるものです．特に 6 月の熊本
地震では透析施設にも大きな被害があったものの，熊本県および隣県の透析医会の活動・連携が比
較的良好に行われた様子が本号で詳しく記述されています．このような厳しい状況下で日本透析医
会の「災害時情報ネットワーク」が，必須の手段として利用されている現状を見る度に，我々の組
織の存在意義を改めて思い知るこの頃であります．

さて本号では熊本地震関連に加え，5 月の当会研修会での講演内容，公募助成研究の報告の他に，
臨床と研究でも興味あるテーマを盛り込んであり，是非ご一読頂きたいものばかりであります．今
後とも本誌のさらなる内容充実に努力して参りますので，皆様方のさらなるご支援をお願い申し上
げます．

広報委員会副委員長　鈴 木 正 司　

編 集 後 記
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